
 

 

 
 

 
 

 

 

 自らの目標に向かって主体的に学び、考え、判断し、挑戦する生徒  

  

～ 令和６年度 森中学校がめざすもの ～ 
 

「自律」をキーワードにした教育活動を推進し、「自らの目標に向かって主体的に

学び、考え、判断し、挑戦する生徒」を育てます 
   

本校が目指す自律とは・・・ 

 

 

 
☆特別活動における自律☆    ☆学習における自律☆    ☆生活・健康における自律☆        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自らが主体となって

生徒会や学級を作る

ことができる生徒 

基礎・基本となる力を

土台に、自らの目標に

向かって学ぶことが

できる生徒 

生活習慣やマナー、

心身の健康を自己管

理ができる生徒 

できる生徒 重 点 

○ときわタイム、ときわ

強化月間を設定して、生

徒会や学級単位の自治活

動を充実させます。 

○クラスの生活班を利用

して委員会活動を活性化

させます。 

○週１回、対話力トレー

ニングを実施し、伝える

力を伸ばします。 

○学習支援ソフトを活用

するなど、家庭学習の

質・量を高める取組を工

夫します。 

 

○生徒中心で見直しを行

った「森中学校の生活の

約束」を生徒自身の手で

徹底するようにします。 

○健康食育の日などを通

して心身の健康を大切に

する態度を養います。 

 

自 律（じ り つ） 

ときわコミュニティ・スクール 

森町立 森中学校 学校だより ～５月号～ 

R６５17 

スクールワイドＰＢＳ（学校全体で取り組むポジティブな行動支援）を実践 

スクールワイドＰＢＳとは・・・望ましい行動に導く環境を整えることで、教師によ

る指示や注意をできるだけ少なくし、褒めたり、認めたりする肯定的な言葉で学校生

活や生徒の成長を支援する取組 

誰かに言われたから、また周りの人がしているからではなく、自分で考えて自らの行動

を決定したり、管理したりしながら、目標に向かって粘り強く進んでいくこと 

以上のように、令和４年度から取り組んできた「自律」を目指した学校づくりをさらに

発展させていきます。家庭においても、お子さんに上記のような自律につながる行動が見

られたら、是非、その行動を認め、褒めてあげてください。いろいろな場面でいろいろな

人から認められることで、子どもたちの自律の精神が培われていきます。 



  

新年度スタートから一ヶ月 ～豊かな体験を重ねています～ 
 

 
 

 

 ４月１５日（月）から１７日（水）にかけて、京都・

奈良方面へ修学旅行に行ってきました。『Project 5S ～

笑顔 学習 思いやり 安全 特別～』をスローガンに

掲げ、昨年度から修学旅行実行委員を中心に準備・計画

を進めてきました。初日の奈良での学年研修から始まり、

２日目の京都での班別行動研修、３日目の学級別研修･･･

タイトなスケジュールの中でも、生徒たちは多くの歴史

的建造物や史跡に触れたことで、日本の伝統文化への理

解を深めることができました。新しい学級で友好を深めることもでき、一生の思い出に残る３日

間になりました。 

 

 
 

 ４月１５日（月）に２年生は森町にロゲイニングに出

かけました。班で協力し合い、森町の神社や寺院などの

歴史的建造物や救護所、避難地などの防災施設をめぐり

ました。あらかじめ写真で提示された町内の 28 箇所の

中から選んだ数カ所を、少し暑いくらいの日差しを浴び

て、楽しげに歩く生徒たちの姿が印象的でした。訪れた

先で、持参したタブレットでおさめた写真にはたくさん

の笑顔が見られました。防災の視点ももちながら巡る森

町は普段とは少し違って見えた１日になりました。 

 

 
 

４月１５日（月）の１年生森林講座では、富士宮

市の森風舎の中村さんと森町森林組合の鈴木さん、

山出さんをお招きし、御指導いただきながら、森町

の木材を使って薪割り体験を行いました。自分たち

が住む森町の天然の木が放ついい香りに包まれなが

ら、生徒たちは終始楽しそうに薪割りに取り組みま

した。また、中村さんの指示を聞きながら、森林組

合の鈴木さんや山出さんの御指導のもと、自分たち

で切った木材でコースター作りにも挑戦し、思い思

いの作品を完成させることができました。 

森町には 


